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追 悼 の 辞
渡辺 睦教授 の最初 のこ病変 を私が知 ったのは1988年8,月の末,小 樽商科大学 で開催 さ れ た 日
本経営学会年次大 会での ことであ った。教授 は同大 会で発表な さるこ とを予定 されてお り,私 は そ
れを拝聴 するために小樽商大 の玄関 を くぐった ところで渡辺教授 の ご入院 に よる発 表中止 を報 らさ
れ たのであ った。
なにご とにつけ て も責任感 の強い方 だ った教授は,ほ どな く退院 され るとその年 の後 期の授業 も
中断 されることな く完結 され,翌 る1989年度 はご健康 も回復 されて旧に変 わ らぬ お元気 な姿に 日
々接 することがで きるようにな り,私 たち同僚 一同は ほ っと胸 を撫 でおろす 思いだ った。
しか しなが ら,そ の年度 もお しつ まった1990年3月16日の教授 会 の席上,議 案 の審議 を大 き く
前進 させ るご発言 をな さって着席 された瞬間,決 定 的な発作が教授 を襲い,直 ちに入院加療 に入 っ
たの もっかの間・ 翌17日 には不帰の客 とな られたのであ った。 あ れか ら早 くも1年 が経過 し,周
囲の者 の心の痛 み も消 えぬ間 に,本 誌追悼 号 を刊行 す る時が到来 した。
渡辺教授は1953年3.月本 学商学部 を卒業 され ると同時 に本学に職 を奉 じられ,1959年専任講師,
1963年助教授,1968年以降教授 と,一 貫 して明治大 学 のために教 授 ・研究 に専念 された。
この間本学副学生部長,社 会科学研究所長,学 生相談 員な どの要職 を歴任 され,大 学 の運営面 に
も多大 の貢献 をな される とともに,広 く学会において も日本 中小 企業学 会常任理事,日 本流通学会
理事 として中小企業研究 の第1線 を リー ドされたのであ った。
渡辺 睦教授 は何 よ りもまず正 義感 の人 であ られた。 それは教 授の定 義 され る 「中小業者」 への
温い共感 と,国 の中小企業政策への鋭い批 判 とに よ くあ らわ れてい る。
教授 は また実践 の人であ られた。つねに 中小企業者 運動の最前 線に立 って その指 導にあた られ,
中小企業家同友会 の育成 発展に も多大 の寄与 をな された。
そして教授は終生変わ ることのなか った学生思い の指導者 であ られた。学習 ・研究 のご指 導は も
とより,私 生活面 での梱談に も何 くれ とな く応 じて お られた ことは,周 囲 の誰 もが よ く承知 してい
るところである。
そ うした,生 涯にわた る ご研究 と実践の成果 の集大成 と して 「戦後 日本 中小企業政策 の変遷 と
課 題一 批 判的考 察 と政策提言 一 」 の とりまとめに とりかか られてい るさなかでのご急 逝は,大
学 ・学界 に とっての多大 な損失であ る ことはい うまで もな く,わ が国 の社 会経済 の諸問題解決 の面
か らも大 きな損失 といわ なければ な らない。
計画性 と持久 力に富んでお られた渡辺 睦教授 の真摯な知的蓄積 に より,完 成一歩前 まで進捗 し
ていた同教授 の この研究成果集大 成は,生 前教授 とと りわけお親 しか った高橋 洗,山 口 孝,木
元 進一郎各明治大学教授,福 島久 一 日本大 学教授 は じめ ご関係研究 者各位 のご支援に より,故 岩尾
裕純 中央大学 名誉教授 を編集委 員長 と して世 に問 われ ること とな り,本 年2月500頁 になんなん と
す る大 著 の体裁 を もって 「日本 中小 企業 の理論 と運動」 の書 名の もとに,新 日本出版社 より上梓 さ
れた。 この こ とは,渡 辺 睦教授 ご急 逝に よる深い喪 失感 を抱 く多 くの人 び とに とって,悲 しみの
中の些か の喜 びであ り,今 後 の中小 企業研究 の道 しるべ として心 よりご推薦 申 し上げ る次第であ る。
渡辺教授 の ご逝去 が もた らした欠落 はいか に も大 きい。 しか しなが ら,教 授 のご指導に よ り,多
くの人材 が社 会の各方面 において貢献 してお られる と共 に,す でに有能 な後継 者が,ご 遺志 をつい
で活躍 を始 めて お られ,そ の ことが,私 どもに とっての大 きな慰 めであ る。幽
渡辺 睦教授 の ご冥福 を心 よりお祈 り申 し上 げて本誌追悼 号の追悼 の辞 とす る次第であ る。
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